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我々は C型希土類構造が安定である Y2O3、Lu2O3、Sc2O3と他の希土類三二酸化物との混晶を作成し、

そのラマン散乱について報告してきた[1]。結果として C型希土類同士での混晶、B型希土類構造が安

定である Tb2O3と Gd2O3との混晶において高い濃度まで C型希土類構造が安定に存在することを見出

した。さらに格子振動の振動数ν はバネ定数 kと換算質量µ により µπν k
2
1= と簡単化できること

も示した[2]。今回は C型希土類構造が全温度域で安定である Lu2O3 や Y2O3 と、A型希土類構造が安

定な La2O3との混晶を作成し、そのラマン散乱信号の測定を行った。

測定試料の作成は Xeランプ加熱型の FZ法で行った。出発原料である Lu2O3 (99.9%)と Y2O3 (99.99%)、

La2O3(99.99%)を秤量・混合し 500度で 24時間乾燥させた後、圧縮成形し、更に 500度で 24時間乾燥

させ、原料棒を得た。結晶成長は Ar-O2(16%)雰囲気下で行い多結晶体を得た。本研究ではラマン信号

を得るために、励起光源として半導体レーザ(波長 735nm)を使用した。

Fig.1は La1Y1O3混晶、La0.5Y1.5O3混晶のラマンスペクトルである。比較のため La0.5Y1.5O3混晶の原料

棒のラマンスペクトルも示してある、また形状の比較のため最大値で規格化してある。La1Y1O3混晶、

La0.5Y1.5O3混晶の形状は Y2O3とも原料棒とも全く一致しない。Fig.2は La0.5Lu1.5O3混晶、La0.5Y1.5O3混

晶のラマンスペクトルを最大値で規格化したグラフである。両者とも同様の形状をしている事がわか

る。以上より La2O3と C型希土類は固溶性が悪いことが示唆される。当日はこれまでの結果を踏まえ

総合的に議論する。

Fig.1 La1Y1O3、La0.5Y1.5O3のラマンスペクトル Fig.2 La0.5Lu1.5O3、La0.5Y1.5O3の

ラマンスペクトル
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